
2023 高松市カローリング交流大会  競技規則 

 

 

１．メジャー競技を実施する。コートの大きさは下記とする。 

 

 

２．チーム編成と競技方法  

  ・1 チーム３～５名で編成(介助者は選手に含まない) 

  ・1 試合４イニング制  

・3 イニング目をラッキーイニングとする。ラッキーイニングは勝ちチームの赤・黄・青のジェットロー 

ラがポイントゾーンの赤・黄・青の各ゾーンにおいて同色で一致した場合に限り、赤は 6 点、黄は

5 点、青は 4 点のボーナス得点で計算される。 

・2 イニング終了時に順番、出場メンバーの変更を可能とする。 

 

３．勝敗  

  ・各試合は、各イニングの得点を加算し、合計点がより多い方のチームを勝ちとする（引き分け有）  

  ・順位の決定は、リーグ戦を 3 試合行い、その合計得点で順位を決める。合計得点が多い場合は 

3 敗しても優勝の可能性がある。 

 

４．ゲームの展開  

（1）両チームの主将によるジャンケンで先攻を決める。ジャンケンに勝ったチームが先攻・後攻、 

負けたチームがローラーを選ぶ。 

２イニングからは前のイニングの勝チームが先攻になるが、引き分けの場合、前のイニングで

先攻だったチームが先攻になる。 

（２）投球はファーストプレイヤー（橙、青）、副主将（緑、黄）、主将（黒、赤）の順に投球する。 

（３）相手の投球をブロックしたり、味方の投球をサポートして最終的に相手より中心に近い位置  

にジェットローラがあるチームの勝ち 

（４）両チームのジェットローラ 12 個全て投球して 1 イニングを終了し、得点を計算する。 

得点の計算は全て審判が確認してスコアカードに記入する。 

（５）審判はポイントゾーン上でどちらのジェットローラが中心に近いか真上から見て判断する。 

判断がつかない場合はメジャーで計測する。計測した数値が同じ場合は先攻チームの勝ちに 

なりジェットローラが停止したポイントゾーンの得点を与える。 

  （６）試合終了後。主将にサインをもらい、スコアカードを審判が本部へ持っていく。 

 

 


